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［ 無い物ねだリスト ］ 

「買えなかった物」を知ると、来店目的がわかる！？ 

└───────────────────────────────┘ 

 

「繁盛させたければお客様の声を聞け」 

これはカレーハウス CoCo壱番屋の創業者宗次氏の言葉。カレーハウス

CoCo壱番屋には社長室に届くお客様ハガキがあり、毎日たくさんのハガ

キが届くそうです。私は通販会社で苦情係の経験があるのでこういう制

度を設けると嫌がらせに近いクレームも少なくなく、決して歓迎される

ハガキばかりではありません。しかし、百に一つ、千に一つでも会社を

成長させてくれる意見が寄せられることを知っているからこそ、利用者

に耳を傾けるのです。慢心がお客様商売で一番の致命傷になりますか

ら。そこで、こんな「ご意見カード」はいかがでしょう。見つからなか

った場合も考えられます。 
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その名の通り、欲しかったけど買えなかった品物を書くリスト。お客様がお店

に来て、買いたかったけど陳列棚になく、買えなかった品物を店内に置いてあ

るカードに書いてレジで店員に手渡します。店員さんはカードをもらうと引き

換えに「５０円割引券」を進呈します。たったこれだけですが、次のように活

用できます。 



（１）お客様が欲しかった物がわかる → 品揃え 

（２）本当にあるけど、探せなかった → 店舗作り 

もし、受け取った時の時間帯を店舗側が管理したら、午前、午後、夜とニーズ

が把握できます。「無い物ねだリスト」に「代わりに他の品物を買った」項目

を入れたら、よりお客さんの購買行動がわかりますね。記入事項を細かくすれ

ばするほど詳細な情報が手に入りますが、お客様が手間を嫌って敬遠しては意

味がありません。カードへの記入は専用テーブルを店内の数カ所に点在して置

き、お客様の声を聞く姿勢を示します。 
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★アイデアコンセプト★ 
 

 苦言を求める 
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《アイデアの解説》 どこの店舗にも「ご意見カード」を書く机が置

かれていますが、多くが店舗隅に置かれており、いかにも歓迎していない雰

囲気です。どんな意見にも「５０円」を支払うのはもったいないと考える

か、２００枚（１万円のコスト）で１枚お店がよくなる意見があれば嬉しい

と考えるかは、経営者（店長）次第です。「聞く耳を持つ」ことは、情報だけ

でなく店員への緊張感にもつながります。慢心がお客様商売で一番の致命傷

になりますから。 
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